
昭和44年4月5日

区 のお知らせ

区 の お 知 ら せ第208 号( 1)

足 立 区

企 画 室
( 882) 1111

結婚相談案内
木・日・祝日を除く毎日、午前
9時～午後4時( 土曜は午前11時
まで) 、区役所1階区民相談室で受
付。( 1) 履歴書( 2) 手札大の写真( 3) 戸
籍謄本( 4) 印鑑( 5) 15円切手5枚( 6) 学
歴証明書( 大卒の場合のみ) を持
参。

人 口 調 べ
( 昭和44年3月1日現在)
世帯　166, 342
男　　280, 283
女　　267, 144
計　　547, 427
(前月より952 人増)

一般会計・特別会計

総額148億4, 898万4, 000円

昭
和
四
十
四
年
度

区
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
建
設

昭
和
四
十
四
年
度
の
区
予
算
が
、
去

る
三
月
二
十
八
日
の
区
議
会
(
昭
和
四

十
四
年
度
第
一
回
定
例
会
)
本
会
議
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

総
予
算
額
は
、
百
四
十
八
億
四
千
八

百
九
十
八
万
四
千
円
で
す
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
百
二
十
二

億
三
千
七
百
九
十
四
万
五
千
円
。
特
別

会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
が

二
十
四
億
一
千
七
十
三
万
九
千
円
、
用

地
特
別
会
計
が
二
億
三
十
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
本
年
度
当
初
予
算
(
一
号
補
正

を
含
む
)
を
、
昨
年
の
そ
れ
に
比
べ
て

み
ま
す
と
、
一
般
会
計
で
は
約
十
六
億

七
千
万
円
の
増
で
一
六
%
の
伸
び
を
示

し
、
特
別
会
計
を
含
め
ま
す
と
、
約
二

十
一
億
七
千
万
円
の
増
と
な
り
、
一
七
%

の
伸
び
に
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
昭
和
四
十
年
度
に
「
生
活

環
境
の
整
備
」
・
「
青
少
年
の
健
全
育

成
」
・
「
社
会
福
祉
施
設
の
充
実
」
と

い
う
区
政
三
本
の
柱
を
た
て
、
さ
ら
に

こ
れ
に
基
づ
く
「
行
政
施
設
五
か
年
計

画
」
を
四
十
一
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
本
年
度
は
そ
の
四
年
め
に
あ

た
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
項
目
別
に
し
て

み
ま
す
と
、
だ
い
た
い
次
の
と
お
り
で

す
。生

活
環
境
の
整
備

十
一
億
一
千
六
百
六
十
一
万
五
千
円
―
―

道
路
の
補
装
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

街
路
灯
、公
園
な
ど
の
建
設
。河
川
の

改
修
。
公
害
対
策
な
ど
。

青
少
年
の
健
全
育
成

一
億
八
千
八
万
四
千
円
―
―
児
童
遊

園
の
建
設
。
青
少
年
団
体
の
育
成
な
ど

社
会
福
祉
の
充
実

四
億
七
千
二
百
九
十
万
二
千
円
―
―
西

部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
育
園
の

建
設
。学
童
保
育
ク
ラ
ブ
(
鍵
っ
子
対

策
)
。
老
人
に
お
こ
づ
か
い
支
給
。
未

認
下
保
育
施
設
の
助
成
な
ど
。

学
校
施
設
関
係

十
七
億
一
千
九
百
九
十
万
一
千
円
―
―

区
立
小
・
中
学
校
校
舎
の
新
改
築
。

体
育
館
・
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
。

そ
の
他

一
億
八
千
六
百
七
十
六
万
七
千
円
―
―

都
議
会
議
員
選
挙
。
水
防
用
器
材
。

土
木
材
料
置
場
用
地
買
収
な
ど
。

な
お
、
く
わ
し
い
予
算
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
予
算
特
別
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

小
学
生
に
い
つ
せ
い
検
尿

多
い
こ
ど
も
の
じ
ん
臓
病

最
近
、
こ
ど
も
の
腎
臓
(
じ
ん
ぞ
う
)

病
が
め
だ
っ
て
ふ
え
て
い
ま
す
。
区
で

は
、
こ
れ
に
対
し
て
区
立
の
全
小
学
校

の
生
徒
(
約
五
万
一
千
人
)
を
対
象
に
「

検
尿
」
を
行
な
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

厚
生
省
が
発
表
し
た
昭
和
四
十
一
年

の
人
口
動
態
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、
こ

ど
も
の
死
亡
原
因
中
、
じ
ん
臓
病
は
五
・
一

%
を
占
め
、
第
四
位
と
な
っ
て
い

ま
す
(
一
位
=
事
故
三
〇
%
、
二
位
=

が
ん
一
二
%
、
三
位
=
先
天
性
奇
形
六

%
)
。
ま
た
、
年
齢
層
で
は
、
十
歳
か

ら
十
四
歳
に
か
け
て
最
も
発
病
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

じ
ん
臓
病
は
、
発
見
が
遅
れ
ま
す
と

死
亡
率
が
高
く
な
り
、
回
復
も
長
び
き

ま
す
。
こ
の
原
因
は
、
大
気
汚
染
な
ど

に
よ
る
カ
ゼ
・
シ
ヨ
ウ
コ
ウ
熱
が
ふ

え
、
こ
れ
が
じ
ん
臓
炎
や
ネ
フ
ロ
ー
ゼ

(
尿
細
管
な
ど
に
お
こ
る
病
気
)
の
誘

因
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

軽
症
の
ば
あ
い
は
、
適
切
な
治
療
を

す
れ
ば
九
五
%
な
お
り
ま
す
が
、
完
全

に
な
お
り
き
ら
な
い
う
ち
に
退
院
さ
せ

た
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
に
も
ど
さ
せ
た

り
す
る
と
、
病
状
は
進
行
し
と
り
か
え

し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま

す
。

子どもの病気は親が気をつけよう

犬
の
予
防
注
射

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
で
は
、
飼

い
犬
の
登
録
受
け
付
け
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

▽
四
月
十
四
日
/
第
十
二
・
十
八
出
張

所
▽
十
五
日
/
第
十
三
・
二
十
出
張
所

▽
十
六
日
/
千
住
神
社
境
内
・
第
四
出

張
所
(
児
童
遊
園
内
)
▽
十
七
日
/
千

住
公
園
(
千
住
大
川
町
)
・
柳
原
神
社
境

内
▽
十
八
日
/
第
十
九
出
張
所
・
千

住
保
健
所
▽
二
十
一
日
/
第
十
五
出
張

所
・
本
木
氷
川
神
社
境
内
▽
二
十
二
日

第
七
・
八
出
張
所
▽
二
十
三
日
/
第
二

庁
舎
・
第
六
出
張
所
▽
二
十
四
日
/
第

十
七
出
張
所
・
島
根
鷲
神
社
境
内
▽
二

十
五
日
/
西
新
井
大
師
・
足
立
保
健
所

▽
二
十
八
日
/
西
保
木
間
一
丁
目
氷
川

神
社
・
梅
田
赤
不
動
境
内
▽
三
十
日
/

第
十
四
出
張
所
・
西
新
井
大
師
。

※
予
備
日
=
▽
五
月
一
日
/
第
十
三
出

張
所
・
東
綾
瀬
出
張
所
▽
二
日
/
千
住

保
健
所
。

受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
十
時
～
正

午
・
午
後
一
時
～
三
時
。
た
だ
し
、
予

備
日
の
場
合
は
、
午
後
一
時
～
三
時
。

区
に
も
公
害
課
を
新
設

工
場
騒
音
な
ど
を
規
制

排
気
ガ
ス
や
工
場
騒
音
な
ど
の
「
都
市
公
害
」
は
、

わ
た
く
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
く
身
近
か
な
問

題
と
し
て
せ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
わ
た
く
し
た
ち
を

保
護
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

都
で
は
す
で
に
、
公
害
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が

、
よ
り
き
め
の
こ
ま
か
な
対
策
を
進
め
る
た
め
、

区
に
も
こ
の
四
月
一
日
か
ら
「
公
害
課
」
を
新
設
し

ま
し
た
。

区
の
公
害
課
で
取
り
扱
う
お
も
な
内
容
は
、
(
1
)
い

ろ
い
ろ
な
公
害
に
つ
い
て
の
相
談
、
(
2
)
騒
音
に
対
す

る
指
導
、
監
督
お
よ
び
規
制
、
(
3
)
工
場
公
害
防
止
の

技
術
指
導
、
(
4
)
工
場
の
認
可
な
ど
で
す
。

特
に
、
建
設
現
場
な
ど
か
ら
発
生
す
る
騒
音
は
、

区
に
届
け
出
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

工
場
・
事
業
場
に
関
係
す
る
か
た
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。こ

の
公
害
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
は
、
建
築

部
公
害
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
者
扶
養
年
金
制
度

四
月
一
日
か
ら
発
足

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
を
養
っ
て
い

る
か
た
(
保
護
者
)
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
毎

月
二
万
円
の
年
金
を
支
給
し
よ
う
と
い

う
制
度
が
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

■
加
入
で
き
る
人
　
ち
え
遅
れ
・
体
の

不
自
由
・
精
神
病
者
な
ど
を
扶
養
し
て

い
る
か
た
で
、
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
と
き
。
(
1
)
住
所
が
東
京
都
内
に
あ
る

こ
と
、
(
2
)
四
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ

と
、
(
3
)
昭
和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
加
入
す
る
と
き
は
、
年
齢
の
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
毎
月
の
掛
金
(
加
入
し
た
と
き
の
年
齢

に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
)
(
1
)

三
十
五
歳
未
満
の
か
た
…
千
円
　
(
2
)

三
十
五
歳
以
上
四
十
五
歳
末
満
の
か
た
…

千
五
百
円
　
(
3
)
四
十
五
歳
以
上
の
か

た
…
二
千
円

■
い
く
ら
も
ら
え
る
か
　
(
1
)
加
入
し
た

か
た
が
死
亡
(
廃
疾
)
さ
れ
た
と
き
は
障

害
者
に
毎
月
二
万
円
。(
2
)
障
害
者
が

死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、
一
時
金
と
し
て

三
万
円
も
ら
え
ま
す
。

■
特
典
　
二
十
五
年
間
加
入
し
ま
す
と

そ
の
あ
と
の
掛
金
は
、
払
い
込
ま
な
い

で
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
む
と
こ
ろ
　
区
役
所
内
福
祉

課
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
。

く
わ
し
く
は
、福
祉
課
ま
た
は
福
祉

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

舎人 町の耕地整理完了
4 月1 日から新町名を

舎
人
(
と
ね
り
)

町
土
地
改
良
区
で

は
か
ね
て
舎
人
地

区
の
耕
地
整
理
を

行
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど

完
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
区

で
は
、新
し
い
町

区
域
を
設
定
し
、

四
月
一
日
か
ら
実

施
し
ま
し
た
。

新
町
名
は
、舎

人
一
丁
目
(
〇
・

一
六
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
)
、舎
人

二
丁
目
(
〇
・
一

一
)
、舎
人
三
丁

目
(
〇
・
一
六
)
、

舎
人
四
丁
目
(
〇

・
〇
八
)
、舎
人
五
丁
目
(
〇
・
三

五
)
で
、合
計
面
積
は
、〇
・
八
六
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。ま
た
、人
口

は
約
二
、
七
〇
〇
人
、
世
帯
数
が
約
七

八
〇
世
帯
で
す
。

こ
の
町
名
・
地
番
の
変
更
に
よ
り
、

関
係
の
あ
る
役
所
の
台
帳
(
住
民
基
本

台
帳
や
登
記
簿
な
ど
)
類
は
、役
所
の

職
権
で
自
動
的
に
な
お
り
ま
す
が
、本

人
が
申
請
し
な
け
れ
ば
、
な
お
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

<
例
>
　
(
1
)
自
動
車
運
転
免
許
証
　
(
2
)

土
地
・
家
屋
所
有
者
の
住
所
欄
　
(
3
)
国

民
健
康
保
険
証
・
国
民
年
金
手
帳
の
住

所
欄
な
ど
。

な
お
、こ
の
住
所
変
更
届
を
だ
す
と

き
に
、
「町
名
地
番
変
更
証
明
書
」が

必
要
で
す
。た
だ
し
、(
3
)
の
場
合
は
不

要
。こ
の
証
明
書
は
、区
役
所
の
第
十

四
出
張
所
ま
た
は
、総
務
課
総
務
係
で

無
料
発
行
し
ま
す
。

※
商
取
引
き
先
や
知
人
等
へ
変
更
通

知
を
お
だ
し
に
な
る
と
き
、先
に
お
配

り
し
た
二
〇
枚
の
ハ
ガ
キ
で
は
不
足
の

場
合
、足
立
北
郵
便
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。自
分
で
印
刷
す
る
場
合
、四
〇
〇

枚
ま
で
無
料
で
だ
す
こ
と
が
で
き
ま

す
(
足
立
北
郵
便
局
　
八
八
四
-
一
〇

三
一
)
。

舎人一～五丁目区域略図

くらしのご案内趣
味
の
教
室

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
か
ね
た

「
教
室
」
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
直
接
セ
ン
タ
ー

の
事
業
係
へ
(
月
曜
日
は
休
館
で

す
)
。電
話
六
〇
五
-
七
一
〇
一

生
花
教
室
<
古
流
>
　
日
時
/
四
月

十
五
日
(
火
)
午
前
十
時
　
講
師
/

岩
佐
マ
チ
氏
(
材
料
費
三
百
円
、ハ

サ
ミ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)

料
理
教
室
<
中
国
料
理
>
　

日
時
/

四
月
十
六
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十

分
　
講
師
/
増
田
幸
永
氏

手
芸
教
室
　
日
時
/
四
月
二
十
四
日
(

木
)
午
前
十
時
　
講
師
/
安
藤
洋

子
氏

音
楽
教
室
　
日
時
/
四
月
九
日
(
水
)

午
後
三
時
　
講
師
/
池
田
輝
樹
氏

絵
画
教
室
<
デ
ッ
サ
ン
>
　
日
時
/

四
月

十
二
日
(
土
)
・
二
十
六
日
(

土
)
午
後
一
時
三
十
分
　
講
師
/

沖
浦
卓
夫
氏

ギ
タ
ー
教
室
　
日
時
/
四
月
二
十
六

日
(
土
)
午
後
二
時
　
講
師
/
金
子

幸
雄
氏都

営
住
宅

地
元
割
当
て

都
営
住
宅
の
地
元
割
り
当
て
が
あ

り
ま
し
た
。

用
紙
の
交
付
=
四
月
七
日
(
月
)
～

十
二
日
(
土
)
/

区
役
所
一
階
区

民
課
・
第
二
庁
舎
・
各
出
張
所
(
米

の
通
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
)
。

申
し
込
み
期
限
=
四
月
七
日
(
月
)
～

十
五
日
(
火
)

申
し
込
み
場
所
=
区
民
課
普
及
係

(
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

申
し
込
み
資
格
=
(
1
)
申
し
込
み
者

が
足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
、(
2
)

申
し
込
み
本
人
の
ほ
か
に
、い
っ

し
よ
に
入
居
す
る
親
族
(
婚
約
者
を

含
む
)
が
あ
る
こ
と
、(
3
)
住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と
、(
4
)
家
族
の
収
入
が
一

定
の
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
今
回
は
母
子
・
老
人
・
特

別
低
所
得
世
帯
向
の
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。

<
第
一
種
>
◇
竹
の
塚
/
五
六
戸
◇

六
月
町
/
二
四
戸

<
第
二
種
>
◇
保
木
間
/
一
六
戸
◇

竹
の
塚
/
一
二
戸
◇
北
宮
城
/
一
五

戸
◇
西
新
井
/
二
〇
戸
◇
六
月
町
/

一
六
戸

かしこい
消費者

( 1)

変質していた

「味 付 け の り 」

相
談

先
日
、
あ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で

、
味
付
け

の
り
を
買
っ
た
と
こ
ろ
、内
容
の
三

分
の
一
ほ
ど
が
変
色
し
て
味
も
落

ち
、
変
な
に
お
い
ま
で
し
ま
し
た
。

こ
の
原
因
を
調
べ
て
く
だ
さ
い
。(

千
住
一
丁
目
　
主
婦
)

回
答

も
ち
こ
ま
れ
た
味
付
け

の
り
は

確
か
に
「商
品
価

値
」
の
な
い
も
の

で
、
さ
っ
そ
く
販

売
店
に
連
絡
し
ま

し
た
。
店
主
も
た

い
へ
ん
驚
き
、製
造
元
へ
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
「製
造
工
程
で
の
ミ

ス
は
な
く
、倉
庫
保
管
中
か
、輸
送

中
の
不
注
意
に
よ
る
湿
気
が
原
因
で

は
な
い
か
。品
質
は
、ほ
か
の
味
付

け
の
り
と
変
わ
ら
な
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

※
こ
の
結
果
は
、販
売
店
、整
造

元
と
も
に
反
省
し
、
消
費
者
に
対
し

て
不
良
品
を
販
売
し
た
こ
と
を
探
く

わ
び
た
う
え
、新
品
と
取
り
替
え
ま

し
た
の
で
消
費
者
も
納
得
さ
れ
ま
し

た
。消

費
者
メ
モ

干
し
の
り
は
一

般
に
黒
紫
色
で
光

沢
が
あ
り
、
厚
さ
に
む
ら
が
な
く
、

あ
ぶ
る
と
一
様
に
光
沢
あ
る
青
緑
色

に
な
る
の
が
優
良

品
。味
付
け
の
り

は
、こ
れ
に
み
り

ん
と
し
よ
う
油
を

塗
り
電
熱
器
で
乾

燥
し
た
も
の
。

性
質
は
、
「湿
気
」に
弱
く
、む

き
だ
し
に
し
て
お
く
と
一
～
二
日
で
変

質
し
、
直
射
日
光
に
あ
た
る
と
色

も
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

の
り
を
保
存
す
る
と
き
は
、湿
気

を
帯
び
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
で
包

み
、カ
ン
や
ビ
ン
な
ど
に
密
封
し
て

お
く
。こ
う
す
れ
ば
二
～
三
か
月
ほ

ど
も
つ
。(
経
済
課
商
工
係
)

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101
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中央図書館4月22日にオープン
昭
和
四
十
三
年
一
月
に
着
工
し
ま
し
た
区
立
中
央
図
書
館
は
、こ
の
ほ
ど
完

成
し
、四
月
二
十
二
日
(
火
)
開
館
し
ま
す
。こ
の
中
央
図
書
館
は
、現
在
、

地
域
図
書
館
と
し
て
活
動
し
て
い
る
千
住
・
宮
城
・
新
田
図
書
館
の
不
足
を
補

う
と
と
も
に
、み
な
さ
ん
の
教
養
・
文
化
活
動
の
殿
堂
と
し
て
、幅
広
く
ご
利

用
願
え
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
設
備
を
整
え
ま
し
た
。

お
も
な
規
模
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

建
設
規
模
=
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
卜
造
り
三
階
(
一
部
四
階
)
建
て
。建

て
面
積
/
三
、〇
九
九
m
2
。敷
地
面
積
/
二
、六
八
七
m
2
。

特
徴
=
(
1
)
冷
暖
房
完
備
の
た
め
、い
つ
で
も
快
適
に
利
用
で
き
る
、(
2
)
館
の

利
用
目
的
に
よ
っ
て
、出
入
口
が
別
な
の
で
、静
け
さ
が
保
て
る
、(
3
)
か
な
り

の
専
門
的
図
書
(
区
立
の
他
の
三
館
に
な
い
よ
う
な
も
の
)
を
備
え
、ま
た
、

蔵
書
能
力
を
ま
す
た
め
に
「電
動
式
書
架
」(
ふ
つ
う
の
固
定
式
書
架
の
約
三

倍
の
蔵
書
能
力
)
を
採
用
し
た
、(
4
)
親
子
で
い
っ
し
ょ
に
本
が
読
め
る
「母
親

コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
た
、(
5
)
休
館
日
や
閉
館
時
で
も
、借
り
た
図
書
が
返
せ
る

「ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
」を
設
け
た
、こ
と
な
ど
。

一
階
=
こ
ど
も
室
(
定
員
五
四
)
。母
親
コ
ー
ナ
ー
(
定
員
二
四
)
。中
学

生
室
(
定
員
八
四
)
。郷
土
資
料
室
(
区
内
に
関
係
あ
る
歴
史
的
な
資
料
を
展

示
)
。フ
イ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
十
六
ミ
リ
/
六
二
五
巻
、八
ミ
リ
/
八
九

巻
)
。館
外
奉
仕
室
(
団
体
賃
し
出
し
用
図
書
室
)
。二
階
=
一
般
閲
覧
室
(
定

員
六
〇
)
。新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
。作
品
展
示
室
。ロ
ツ
カ
ー
ル
ー
ム
。公

開
書
庫
(
こ
こ
で
は
、図
書
を
自
分
で
み
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
)
。管
理
事

務
室
。三
階
=
学
生
閲
覧
室
(
高
校
・
大
学
生
用
/
定
員
二
〇
一
)
。特
別
研

究
室
(
二
へ
や
/
定
員
八
)
。会
議
室
(
定
員
三
六
)
。視
聴
覚
ホ
ー
ル
(
定

員
一
一
〇
/
固
定
い
す
)
。レ
コ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
(
ス
テ
レ
オ
へ
ッ
ド
ホ

ー
ン
ホ
ー
ル
/
定
員
一
六
/
ス
テ
レ
オ
L
P
一
一
五
枚
)
。書
庫
(
全
蔵
書
能

力
一
七
万
冊
/
現
在
蔵
書
数
三
万
冊
)
。

■ 開館時間…午前9時～午後5時
■ 休館日…毎週月曜日
■ 毎月14日は、図書の整理日のた
め、貸し出しは休止。

上　中央図書館全景

左　学生閲覧室( 3 階)

右　視聴覚ホール( 3 階)

上　レコードライブラリー室( 3 階) 　　下　公開書庫( 2 階)上　一般閲覧室( 2 階) 　　 下　こども室( 1 階)

催し物ご あんない
◎

中

央

図

書

館

開

館

記

念

美

術

展

日
時
　
四
月
二
十
二
日
～
五
月
六
日

場
所
　
展
示
室
(
二
階
)

作
品
　
絵
画
(
洋
面
)
/
書
道
/
彫
塑
(
招
待
作
家
に
よ
る
)

◎

第

一

回

郷

土

資

料

展

示

テ
ー
マ

「
足
立
の
あ
ゆ
み
」

展
示
物
　
土
器
類
/
板
碑
(
大
乗
院
所
蔵
)
/
古
銭
類
(
高
野

町
出
土
)
/
六
阿
弥
陀
絵
図
・
同
縁
起
/
北
三
谷
新

田
開
発
古
文
書
類
/
千
住
宿
絵
図
/
光
り
茶
釜
/
千

住
酒
合
戦
の
大
杯
・
番
付
/
建
部
巣
兆
軸
/
千
住
宿

最
後
の
高
札
/
地
漉
紙
問
屋
看
板
・
銭
ば
こ
。

場
所
　

郷
土
資
料
室
(
一
階
)

□

ア

フ

タ

ヌ

ー

ン

コ

ン

サ

ー

ト

日
時
　
毎
日
/
正
午
～
午
後
一
時

場
所
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル
(
三
階
)

□

午

後

の

映

画

教

室

日
時
　
毎
日
/
午
後
三
時
か
ら
(
平
均
約
一
時
間
三
〇
分
)

場
所
　
視
聴
覚
ホ
ー
ル

中央図書館
足立区梅田七丁目13- 1

840- 4646
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